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マンガを用いた日本語教育の視点と方法

因　　京子

九州大学　留学生センター/比 較社会文化学府

 chinami@isc. kyushu-u.ac.jp

０.はじめに

「マンガのセ リフの日本語は、他のいかなるメディアの日本語よりも、いき

いきしていて町で普通の日本人がしゃっべている言葉に近い」(フ レデリック

・L・ ショット、1998)と 指摘される通 り、マ ンガは、現代の話し言葉の宝庫

であり、しかも、その発話の文脈が視覚的に示される。日本語学習教材として

大きな可能性を秘めていると言える。しかし、いわゆるサブ ・カルチャーの一

つであるマンガを日本後教育の現場に主教材として用いることはまだ殆ど行な

われていず、従って、どのような作品を選び、どのように利用していけばよい

かなど、具体的な教材化の方法論に関する議論も始まっていない。語学教育の

方針が教養主義から実用重視へと大きく移る中、マンガを教材として用いるに

は、その目的を明確化し、方針をもって教材化の方法論を開発していかなけれ

ばならない。

本稿では、マンガを日本語教育教材として用いる目的を考察し、教材化の一

方法を提案する。最後に、筆者が2000年 秋か ら行なっている女性 ・少女マンガ

読解コースでの実践を基に、中間的なものではあるがその妥当性を検討し、今

後の課題を述べる。マンガは、初級から上級まで使い方によってはどのレベル

でも利用できるが、小説や新聞記事などと同じく日本語の母語話者を対象に書

かれた 「生教材」であるため、留学生対象の上級コースでの利用を前提に論考

を進める。
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1.上級 日本語教育の目標 とマンガ利用の方向

1-1上 級 日本語教育の目標

「上級教育」の最終目標について、 『日本語学習事典』の中には、次のよう

な記述がある。

日本語 の正 しい発音 、アクセ ン ト、イ ン トネー シ ョン、仮名及び漢字二

千字 の読 み書 き能 力、基本文型並び に文法 、基 本語彙 を含 む約六 千語 の

語彙 の習得 と、それ らを駆使 して行 う言語行 動 の能 力、すなわち 、一般

的話題 につ いて の会話能力、新聞 ・雑誌 ・図書 の読解 能力、講演 ・テ レ

ビ ・ラジオな どのニ ュース、教養番組 、演劇 な どの理解能 力そ れ に音声

・文字 による表現能力等を 目的 とす る(p .638)。

一言で 言 えば、一般 的言語活動全て に対応 で きる能 力 とい う ことであ り、 これ

を 「最 終」 目標 とす る ことに異論 を挟 む余 地 はな い。 しか し、 この最終 目標に

達す るため のコース を設定す るには、 もう少 し特定化 した 目標 を立て る必要が

あるだ ろう。石 田敏子(1995)に は、上級 レベルの教育 目標 として次のよ うな記

述が あ る。

学習者 が 自己 の 目的を 日本語 によって 達成す る段 階。(中 略)生 教材 を

使用 し、論文 や レポート の書 き方指導が行 われ る(P.55、 強調は筆者)

また 、 藤原 ・籾 山(1997)は 、 こ の よ うに述 べ る。

我々は、 もう少 し具体性 を帯びた 目標 を持 ってい る。そ の 目標の一つ は

（中略）簡単に言 えば 「現 代国内問題 と、現 代 日本 に関わ る国際 問題 へ

の認識 と、それへ の積極的関 わ り」 とい うことで ある。(PP.2-3、 強 調

は筆者)。

こう した 目標意識 は、多 くの 日本語教 育担 当者 に共有 されて いるもので あろ

う。実 際、大学 で提供 されている上級 コース は、 次のよ うに大別 される。

①時事的な素材の読解 ・聴解、それに基づく発信活動

(素材例:新 聞や雑誌の記事、評論TVニ ュース)

②専門的な素材の読解 ・聴解、作成 ・発表

(素材例:論 文 ・レポー ト、講義、研究発表など)

③文学的な素材の読解 ・聴解、それに基づく発信活動
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(素材例:小 説 ・随筆 、TVド ラマ)

①②が藤原 ・籾山、石田の述べるような目標意識に支えられていることは明ら

かである。両者とも、実用への応用可能性が見えやすく、実際的な目標である

と言える。実用的能力の涵養が特に重視される昨今、こうしたコースの教材や

方法論に関する議論は非常に盛んである。

しかしながら、③については、伝統的に最もよく行なわれてきたタイプのコ

ースでありながら、その目的や方針について改めて検証されることは少なく、

最近は日本語教育が将来取るべき方向として 「文学からの自由」という主張さ

え見 られるようになった1。 マンガは、事実関係の明確な記述よりも人間の行

動や内面の叙述や表現がなされるもので、文学的素材の一つである。そうであ

る以上、マンガを用いるなら、文学的な素材を語学コースの教材とする意義は

どこにあるのかをもう一度確認してみる必要があるだろう。

文学的素材を語学教材として、文学を専攻としない学習者を対象に用いるこ

との意義は、他の素材によっては扱い得ない言語活動や文化の側面を導入でき

ることにあると考える。①や②で用いられる素材によって扱えない側面という

のは、簡単に言えば、明解でない表現をも含む言語活動、即ち、文化的な前提

を強 く反映する言語表現や感性的な側面を反映する言語表現ということになる

だろう。①、②においては徹底的に明解さが追求され、解釈や誤解の余地がな

いことが重視される。しかし、実際の言語活動においては、言われること以上

に、文化的 ・社会的に共有される前提を基に、ほのめかされること、言われな

いこと、言語と行動を重ね合わせて理解されることが大きな意味を持つ。そう

した事柄についての理解の検証や議論を行なうための素材として、文学的素材

は語学教材として欠かせないものである。

しかしながら、語学教材として文学的素材を用いるなら、文学専攻の学生を

対象とする場合とは異なる考慮があって然るべきで、作品選定にあたっては芸

術性と共に実用性も考慮されなければならない。これまでの文学作品を用いる

コースでは、文学コースの場合と同様に作品としての芸術性という観点から対

象とする素材が選ばれたり2、 或いは、読解技術養成のための材料として語彙

数や分量、内容の理解しやすさが重視されていたり3で、語学の教材として文
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学的素材を利用する視点が必ずしも明確になっていなかった。語学教材として

用いるなら、文学的素材によらなければ伸ばすことが難しいような知識や技能

に目標 を定めて作品を選び、文学的素材の特徴を活かすような学習活動を提供

すべきである。

　マンガを用いる場合も、語学能力の伸張という明確な目的意識を持って作品

を選び、マンガというメディアが最も貢献できるような学習活動を提案しなけ

ればな らない。学習意欲を促進するためには、内容の優れた面白い作品を選択

しなければならないのは当然であるが、芸術作品として一流の作品であっても

それだけで語学教材としても適当であることにはならない。例えば時代ものな

ど、学習者がモデルとして利用しにくいような言葉遣いが主になっている作品

は一般向けコースの教材としては不適当であろう。学習活動も、文化的側面を

含めて確実に理解し、活発に発信することを目標とすべきで、鑑賞の深さを求

める必要はないだろう。

1-2　 マンガの特性 と学習 目標

　マンガの言語は、セリフが中心であり、状況依存性が強く含みのある表現が

多い。話し言葉独特の特徴が大量に出現し、音声もかなり忠実に表記される一

方、叙述や説明は少ないという特徴がある。こうした特徴を最大に利用するに

は、話し言葉の諸形態の観察、発話の背後にある前提や話し手の意図の解釈な

どを行なうことが適切である。

　マンガの表現は、絵とセリフによっており、場面や展開は示されているが説

明的叙述が少ない。従って、表現されるべき概念を指定して言語表現を求める

という発信活動を行なうことができる。概念を指定して表現を考案する活動と

しては翻訳 ・要約などがあるが、概念が言語によって与えられ、言語によって

言語を引き出す活動であるため、どうしても発信される言語がはじめに与えら

れる言語に影響を受けてしまいがちである。マンガは、言葉によらずに概念を

与えて表現を求めることができ、言語学習上非常に有利である。

　マンガは、文学的素材であり、文化に支えられた内容を持っている。表現さ

れた主題や内容について、解釈したり自国の場合と比較したり、感想を述べた
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りなど、積極的な発信活動を行なうことができる。蒋 に、文学的素材として個

別の人間関係を描いた作品が多くあり、人間関係についての考察を深めるとい

うのは、マンガを有意義に利用できる面であると言えよう。

　以上のような点から、マンガ読解コースの目標として次の3つ をあげること

ができる。

(a)．現代 日本語、特に 「話 し言葉」 について理解 を深める。

(ｂ)．日本 の社会 と文化 、特 に人間関係を支え る前提 について理解 を深 める。

(c)．日本語 による表現 力を向上 させ る。

2マ ンガ読解コース:素 材選択と学習活動

2-1　 素材選択の条件

　前節にあげた目標を達成するためには、以下の条件を考慮して作品を選択す

べきであると考える。

①主題について、考察や議論を発展させやすいもの:マ ンガの主題が何であ

　　れ、作品を一つの芸術作品と捉えて表現論的な立場から分析することは

　　可能である。しかし、文学や美学の専攻でない学習者にとっては、身近

　　に感じられる問題や興味や疑問を感じている現象などを描いた作品を読

　　み、内容そのものに対して感想や批判を述べる方が、参加しやすく、活

　　発な発信活動を行なうことができると思われる。従って、語学教材とし

　　てマンガ作品を選ぶ場合には、主題や内容を、作品としての完成度を左

　　右する他の要因、即ち、表現手法の斬新さや絵の芸術性などにも増して

　　重視すべきである。

②現実的な設定のもの:時 代劇や超現実のファンタジーなどの中に日本人の

　　感性や価値観をよく表している作品があるのは事実であるが、学習者に

　　とっては、現代社会の現実的設定の作品の方が理解しやすいだけでなく

　　発話のモデルとしての直接的有用性を見いだせるので、教材として受け

　　入れやすいと推測される。

③多様な人間関係を含むもの:話 し言葉の状況依存性を観察するには、多様

－135－



な人間関係や場面を含んでいて、それがセリフに反映されている作品で

であることが必要である。

④一回の授業で区切りがつけられる分量のもの:技 術的な問題として、長編

　　 を少しずつ読むよりも、 一度で一つの内容を把握する方が学習者にとっ

　　ては取り組み易いと推測される。読み切りの短篇作品として発表された

　　 もの、一話完結式の連作などは、長さが大体揃っている。

　2000年 後期 と2001年 前期 のコース につ いて実践 ために選 択 した作品 は、以下

の通 りで ある。

2000年 後期:「 現代社会で 働 く女性たちの諸相」

1.『 無 印OL物 語』原 作:群 よ うこ

　　 　　 6話 の短編集 か ら2話 を選択 。

2.『4階 の ミズ桜子』作:里 中満智子

　　 　　16話 の連作か ら4話 を選択 。

3．『9時 か ら5時 半 まで』作:逢 坂 みえ こ

　　 　　16話 の連作か ら3話 を選択。

4．『うちのママが言 う ことには』作:岩 館真理子

　　 　　19話 の連作か ら2話 を選択。

5.「 夏 の夜 の獏 」 『つ るば らつ るば ら』作;大 島弓子

　　 　　6話 の短編集 か ら1話

上の作品はどれも、専門職や管理職の立場にある女性や一般のOLた ちが主人

公となっており、彼女たちの仕事や結婚に対する考え方、同僚や上司、後輩、

恋人、家族との関係が描かれている。 「現代社会で働く女性」という主題を選

択したのは、女性の伝統的役割の変化は多くの国に見られる現象であるため、

共通点や違いなどを論じやすいと考えたこと、また、 「日本は女性の地位が低

い」というのが留学生たちの日本社会に対する最も強い印象一つであるという

報告5が あり、こうした話題には留学生も関心があると考えたことによる。

　作品形式は、短篇集と一話完結方式の連作作品を選んだ。始めは、マンガを

読み慣れない学習者への導入のために、小説をマンガ化したものを選び、原作
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とマンガとを一緒に与え、マンガの読み方とマンガの魅力を理解しやすいよう

にした。参考資料として、OLに 関するエッセイや研究書を数点紹介した。

2001年 前期:「 名作短 篇 に見 る 日本社会」

1.「霧笛」 『ウは宇宙船 のウ』原作:レ イ ・ブ ラッ ドベ リ　 作:萩 尾望都

2．「銀杏」原作:宮 沢賢治 作:大 島弓子

a．「イ グアナの娘」作:萩 尾望都

4.「 思い出行 灯」 『雨柳堂夢 咄』 作:波 津彬 子

5．「私 の人形は よい人形」作:山 岸涼 子

6．「名 人二代 　三遊 亭圓左」　 『寄 席芸人伝1』 作:古 谷三 敏

7．「半神」作:萩 尾望都

8．「夢 虫 ・未草」 作:大 島弓子

9「 乱切 り人参 」作:大 島弓子

2001年 前期は、コースのタイ トルを 「名作短篇マンガで読む日本社会」とし、

マンガを語る時に必ず言及されるような有名作品を中心に、現代人の内面を掘

り下げる内容のものを取り上げた。前の学期と同様、はじめは原作のあるもの

を取り上げた。1で は、英語による原作 とマンガ作品の両方を提供した。2で

は原作だけでなく宮沢賢治に関する基礎資料も提供した。作品の主題は、親子

や家族の関係、伝統的家族形態の崩壊と再生、思春期期の内面の葛藤、日本人

の教育観、超自然的現象の感じ方に反映された価値観、などである。

2-2　 読解コースの学習活動計画

　作品を読む作業は予習として学習者が個人で行なうことにし、授業時間はフ

ィー ドバックと発信活動にあてる。これは、読解は基本的には個人の作業であ

ることと、所要時間に大きな個人差があるためである。原則として毎週1作 品

を扱う。1つ の作品についての作業の流れは下図のようになる。

個人作業を助け、個別の能力伸張を援助するための方策として、タスク・シ

ー トを提供する。タスク ・シー トは、言語的 ・文化的に重要ポイントに学習者

の意識を向けさせる設問と、学習者が自分の能力に応じて対応できる発信促進
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型の設問とを設ける。

学習 の成果を学習者自身が検証し動機を刺激するための方策として、語彙 ・

表現についてのクイズを提供する。クイズの検証する到達ラインを語彙と表現

という基礎的で具体的な部分においたのは、全ての学習者にとって成果が実感

できるようにするためである。

　一作品についての作業の流れ

一週 目 課題配布:個 人での読解活動 とタスク

↓

二週目 授業:理 解 確認 とディスカッシ ョン

↓

三週目 確 認 ：語彙 ・表現 クイズ とタス ク ・シー トの フィー ドバ ック

作成した補助教材

（a）タス ク ・シー ト(資 料1参 照)

分量:1作 品にA4用 紙2～4枚

内容;語 句 ・表現についての説明 ・解釈を求める。

　　　話し言葉に関する実態観察または分析を求める(例:特 定の言語機

　　　　　能や規則 を指定して該当する表現例をあげさせる、文体変化な

　　　　　ど言語事象を指定して動機づける規則を見つけさせる、など)

　　　ス トー リー展開や発言や行動の背景にある事情の記述を求める。

　　　主題や内容についての記述または意見の記述を求める。

使用法:課 題作品と共にその作品を扱 う授業の一週間前に配布し、授業時に

　　　　提出を求める。翌週、個人への対応をして返却すると共に、必要な
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ことについて はクラス全体 にフィー ドバ ツクを行な う。

(b)語彙 ・表現 クイズ(資 料2参 照)

　　分量:A4用 紙1枚 。所要時間約10分 。

　　形式:主 に選択形式

　使用法:授 業で扱った翌週に使用。

上 の教 材 を作成す る際に取 り上 げた言語表 現の主 な項 目をあげる。

①表 記 に反映 される音 声変化:短 縮 、 くずれ、強調 のための長音化な ど

　　 　　　 　 (例:な んつ一か、言 えるわき ゃあない、った く、お一 し)

　②擬 音語/擬 態語/擬 感 情語(例:ぶ るんぶ るん、ひ くひ く、 しゃきっ)

　③ 流行語的表現(例:時 代 を斬 る、ふっきれ る、ちんた らす る)

　④ 談話標識 ・主観副詞(例:だ って、だか ら、それ が、 まさか、せめて)

　⑤ 連語関係(例:な りゆきにまかせ る、言 い掛 りをつける、融通が利 く)

　⑥ アイデ ンティテ ィの表現(例:男 女の言葉 、若者言葉 、老 人語、方言)

　⑦ 場面や 相手によるス ピーチ ・レベルの変化

　⑧ ポ ライ トネスの実現形態:わ き まえ表現 と逸脱

　 ⑨諸 ス ピーチ ・アク トの実現形 態(例:重 大 な過誤 を謝る)

　 ⑩古語 ・引用句(例:余 韻 さめや らぬ、見 ざる言 わざる、色即是空)

3.実践経過

3-1　 受講者

マ ンガ読解 コースは、2000年 後 期 はコー ス設置の宣伝が不足 して いたせ いか

3名 の受講者 しかなか ったが、2001年 前期 には16名 が第一回めの授業 を試 受講

し、 うち13名 が登録 しコースを終 了 した。

身分　　 出身　 滞日年数(合計)　 専攻

2000 A 博士3年 　 　 タイ　 　 　 7.5　 　 日本語教育 　 コース終了後帰国



後期 B 研究生　　　タイ　　　 1　　　 日本語教育

姓3 C 日本語日本文化研究生　 韓国　 　　 7　 　　 (学部生)　 幼少時に滞日

2001 B 研究生 　　　 タイ　　　 1.5　 　 日本語教育　 前輔から盤

前翔 C 日本語日本文化研究生　 韓国　　　7．5　 　　 (学部生)　 前学期から継続日本語

D 日本分化研究生　 　 ベルギー 　 0.5　 　 　 (学部 生)

E 短期留学生　 韓国　　　0。5　　 　 (学部生)

F 研究生　　　 韓国　　 　 2.5　 　 法学

G 研究生　　　中国　　　 1.0　 　 日本文学

H 修士1年 　　 ミャンマー　0　 　　日本語教育

1 研究生　　　 台湾　　 　0.5　 　 国際政治

J 修士1年 　　 台湾　　 　 1.5　 　 歴史

K 博士1年 　　韓国　　　 4．0　　 日本語教育

L 研究生　　　中国　　　0.5　 　 文化人類学

女性10 M 研究生 　　　 韓国　　　 0.5　 　 歴史

男性3 N 博士1年 　　 マ レーシア2.0　 　 臨床心理学

どの受講者 も日常生活に不自由ないだけの日本語力は備えていたが、受講前の

滞日期間はまちまちで、読解力にも会話の理解力にも、かなり差があった。こ

のコースは上級として提供したものであるが、厳密に判定すれば中級レベルの

学習者が少なからず含まれていたことになる4。

3-2　 学習の実際

　 第一回 目の授業では、コースの説明とマンガに関する概説を行なった。コー

スの目標、マンガを日本語学習にどう役立てるかについて話し、日本マンガ発

展の要因、日本社会での認知のされ方、少女マンガの取り上げた主題、マンガ

表現の代表的な技法などについて大まかな説明を行なった。

　第2回 目以降は、原則として一回に一つの作品を扱うことにし、各回の担当

者を決めた。担当者は、毎回の授業で作品読解に入る前に作品の粗筋や見所、

一140一



主題についての自分の意見などを口頭で発表する。その発表の後、分担して作

品を 「音読」し、文脈や表記に合ったイントネーションを想起できているか、

表現のニュアンスの理解しているかなどの点を確認していった。音読の途中、

あるいは終了後に、内容や表現、マンガの技法などについて質問や議論を行な

った。

授業 時にタス ク ・シー トを提 出させ、翌週 に返却 した。対応 の 内容は、

①理解の明かな誤りを訂正し、必要な説明を加える、

②学習者の表現上の明かな誤りを訂正し、必要な説明を加える、

③学習者の質問に答える、

④学習者の解釈や感想に対して、担当者の感想を述べる(ほ める、共感する、

　　 別の解釈を述べる、など)

の4つ である。学習者の意欲を向上させるためには訂正するより反応する方が

大切だと考え、努めて④を行なった。

　受講者の個人差への対応は、二つの方法で行なった。一つは、タスク ・シー

トの提出を任意とし、また、全ての質問に答えていなくても提出してよいこと

にした。もう一つは、受講者には対象作品の収録された本(多 くは文庫本)を

貸し出して余力のある者には対象作品以外の全作品を読むように促し、他の作

品に関する質問や感想などをタスク ・シー トと共に提出すれば対応した。

3-3　 実施結果:目 標は妥 当で あるか

　 マ ンガ読解 コースを行 な うにあた って、次のよ うな 目標を設 定 した。

(a).現代 日本語、特 に 「話 し言葉」 について理解 を深める。

(b).日本 の社会 と文化、特 に人間関係 を支 える前提 につ いて、理解 を深め る。

(c).日本語 による表現 力を向上させ る。

　 この目標が妥 当な もので あるか どうか を、学習者 の示 した意 欲 と学習状況 の

観 察 に基づいて検証する。は じめに、 この コースに対す る学習 者 の意欲 を、出

席率 とタスク ・シー トの提 出率 と授 業への参加態度か ら観察す る.

　 まず出席率は、2000年 後 期は受講 者全員が全 回出席、2001年 前期 は、6名 が
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全回出席、4名 が欠席1回 、3名 が2回 であった。欠席回数には学会出席など

避けられない事情のものも含まれており、出席率は高かったと判断できる。

　タスク ・シートの提出率は、提出が義務ではなかったにもかかわらずかなり

高かった。少々遅れて提出した場合もあるが、10回 分のシー トを全て提出した

者が5名 、8回 分提出が4名 、5回 提出が2名 である。2名 だけは1、2回 提

出するに留まった(う ち1名 は能力が中級レベルの学習者で、もう1名 は上級

の力がある。学習者のレベルと提出頻度には関連がないように思われる)。 興

味深いのは、コースの初期に提出していなかった学習者がコースが進むにつれ

て提出するようになったことである。マンガへの取 り組み方に徐々に慣れて余

裕ができたからかもしれない。

　授業への参加態度は、どの学習者も熱心で発言の要求にも積極的に応じた。

日本語力が高い学習者数名は堰を切ったように質問したり発言したりし、時と

して発言機会をコントロールする必要があった。しかし、質問ができることが

彼 らの学習の刺激になっていることは確かである。コースの最後に口頭発表を

課し、その内容に基づくレポー トは任意提出としておいたが、口頭発表は全員

が行ない、レポートは5名 が提出 した。

　以上の ことから、マンガを教材として行なった今回の授業内容は、学習者の

関心と意欲を引き出し積極的な学習活動を促すことに成功したと判断できる。

　次に、タスク ・シートへの取り組み方や学習者の質問やコメントから、学習

状況の分析を試みる。タスク ・シートでは、話し言葉の特徴と言葉の背景にあ

る心理や状況の理解が困難であろうと予想される部分を焦点を絞って設問を行

なった。辞書を引いて前後を読めばほぼ理解できる表現について単純な形で回

答する設問もあれば、文脈に示される特殊な状況を把握しなければ理解できな

いものについての設問、及び、事情説明や見解叙述のためにある程度まとまっ

た量の日本語を産出することを課す設問もある。

　表現に関する設問には、殆どの学習者が非常に熱心に反応してくれた。男女

差や上品か乱暴か、歓迎しているか嫌がっているかなど、日本語のニュアンス

に関して多くの学習者が非常に強い関心を示した。表記された形の話し言葉に

接し、言葉のニュアンスや状況について考察する機会を持つことは、話し言葉
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の理解に苦しむことがまだある学習者ばかりでなく、日本滞在が長く大きな問

題が殆どなくなった学習者にとっても有意義であったと判断できる。日本滞在

8年 の学習者A、 小学生時代を日本で過 ごし母語話者と変わりない運用力を持

つ学習者Bな ども、誤解や理解の浅さに気付いたと述べたことが一再ならずあ

った。 「タスク ・シートがなければ、ぼおっと読みとばしてしまったかもしれ

ない。読んだときはわからないことはないと思ったが、シー トの質問に答えよ

うと思うと難しかったということがよくあった」という発言があり、意識化の

具体的手がかりを提供することが大切であると改めて認識させられた。

　内容に関する設問に対する回答も概ね熱心な反応が見られ、シー トの割り当

てられた欄に回答が細かい字でびっしり書き込まれていることが多かったが、

設問内容によって回答の熱意に少しムラがあった。非常に熱心に書いている者

がある一方、文化的な差異などから筋の運びや主人公の行動に共感できない5

学習者は、回答しないことがある。また、学習者個人の性格と能力によって、

非常に掘り下げた見解を書こうとする者と、表面的な記述に留まる者とがある

が、日本語を用いてまとまった量の産出をしていたことを評価すべきだろう。

概ね余力のある学習者の方が熱心に回答した。担当者は、どの記述にもなるべ

く担当者の感想や反応を書くように努めた。2001年 前期の受講者たちに作品の

内容 に興味を覚えたかどうか尋ねてみたところ、全員が作品の内容の深さに驚

きマンガに対する印象を一新したと答えた。最も人気があったのは、母娘関係

を描いた 「イグアナの娘」で、母の突然死の後の父娘関係を描いた 「乱切 り人

参」、離婚を子供の立場から捉えた 「夢虫 ・未草」も支持を集めた。 「半神」

は、抽象的でわか りにくいものはやめてくれと言った者もあったが、これを最

も印象に残る作品と言った者もあった。

　以上のことをまとめると、話し言葉の表現に関するタスクは殆どの学習者に

とって直接的な有益性を感じさせて熱心な学習活動を促進し、知識の増大に直

接に貢献したことが観察される。主題についてのタスクは、学習者によって作

品によって参加度に違いがあるが、能力の高い学習者にチャレンジを与えるこ

と、掘り下げた内容の発信を促すことに貢献した。

　マンガ読解コースの実践はまだ二期を終了したばかりで、成果について信頼
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性のある結論を出す段階ではないが、以上のように、学習者の意欲的な学習を

引き出し、実のある学習活動が行なえたことが観察され、目標としてあげた項

目の方向性は保持するに足るものであると考える。

4.今後の課題:マ ンガという豊穣な分野を利用 していくには

マンガという素材が日本語教育に大きく貢献できることは、報告した実践か

らも疑いようがない。今後効果的な利用を進めていく上での課題として、次の

3点 をあげたい。

(1)適切な作品の選定

(2)教育手段の考案

(3)学習者の意識への対応

　 このうち、(1)(2)は、何を用いるにしても当然行な うべきことであるが、(3)は

マ ンガがサブ ・カルチャーであるが故の特殊な事項である。2001年 前期のコー

ス終 了時に学習者たちの全員が 「非常に面白かった」　「難しかったがいろいろ

わかった」とコースを肯定的に評価してくれたのであるが、同時にほぼ全員が

口にしたのは、　 「こんなに深い内容の作品があるとは思わなかった」というこ

とである。その他にも、 「留学生仲間から、よくそんなもの読んでる暇がある

ね、と言われた」 「国ではマンガを読んだことがなかった」　「国ではマンガを

読むのは教育のない人だけ」　「日本のマンガは性的な内容か暴力的な内容のも

のばかりだと思ってた」 「少女マンガなんか愛と恋ばかりの、子供のものと思

っていた」 「マンガが教材だと知らなかったからこのコースに来た」など、あ

る程度予想はしていたものの、聊か驚くばかりにマンガに対する意識は芳しく

ない。実際にマンガに触れた学習者はそのよさに気付くが、マンガが教材とし

て広く受容されるためには、マンガが芸術としての鑑賞に堪える表現手段であ

りすぐれた作品が多いことを、学術的に裏付けていく努力が必要である。
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註

1加 藤秀俊(2000)PP．17-19

2中 級後半 か ら星新一 、上級で は松 本清張、夏 目漱石 、森鴎外、安部公 房な ど

　 が使われ ている。

3渡 辺亜子(2001)

4上 級 コースの在籍者 に中級 レベル の者が交 じるのは、通常の状況で ある と言

　 える。力が不 十分 な者 も参加でき、且つ高 い力を持 つ者 にとって もチ ャレン

　 ジが 与え られ るよ う設定 を考 える必要が ある。

5例 えば、 「乱 切 り人参」 において 、父親が母 と娘 に 「離婚 した い」 と打ち明

　 ける場面 、 「イグアナの娘」 にお いて母親が娘 に厳 しい ことばを投 げ付ける

　 場 面な どは、学習者 によっては 自国では 「タブー」 とされて いる事柄 である

　 ため強い違和感 を覚えて、理解 で きな いとの ことである。
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《資料1》
「お もかげ行灯」　『雨柳堂夢咄』　 (波津彬子)　 　　 年　 月　 日 名前

１．理解 が難 しかった言葉を抜き出して ください。

２．理解 が難 しかった場面はどこですか。

3．この 作品の中に、好きなことば/語 句/場 面があ りましたか。

語句/表 現

1.次の① ～⑪は、 どういう意 味/感 じですか。簡単に説明して ください。

①お もかげ(面 影)

② 御 在 寺で すか(p.164)(cf.御 在 宅 です か)

③供養す る(p.165):仏 や死者の霊(こ の場合は、物 に宿って いる と思われる何ものかの

　　　　 霊)に 、お供えものやお経をあげて、霊が満足 して幸せ にな るようにす ること。

④ 内緒 にす る(p.167)

⑤ い た ず らに(p.169)

⑥願 をかける(p.169):神 や仏 に願 い事 をする。特 に、ある特定 の事を熱心に願うこと。

⑦大 事 な い(p.171)

⑧ 禍 禍 し い(P.171)

⑨ 備 わ った もの(p.172)

⑩私な りに(p.173):力 や考 えが足 りないかもしれな いが、私 としては最大限の努力で。

⑪ 留守 を まか され る(p.179)

2次 の① ～④は、どういう状況/感 情を示 しています か。

①ぼろぼ ろ(p.166)

② き や一(P.169)

③ す か っ(p.181)

④ じ た じた(p、185)　 (cf.じ た ばた)
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3.この作品の中で、 自分、及び話 している相手 を指すために使われている表現 を全て

抜 き出 して ください。誰が誰 について、どういう表現 を使っていますか。 「お まえ」

　という表現の感 じ(ニ ュア ンス)に ついて、観察 した ことを書いて くだ さい。

4.蓮 と芳春 の年齢は多分17、8歳 と12,3歳 ぐらいだと考え られます。 この二 人は、相手に

対 して どのような丁寧度の言葉 を使っていますか。言葉遣いか ら、お互 いに対するど

　のような態度が観察できますか。

5和 尚さんの言葉の中の、他 の人とは違 う特徴を持っ言葉遣いを抜き出 して ください。

それ らの表現は、どんな雰 囲気を作 り出していますか。

１.蓮が この寺に時々来 るのは、何のためですか。

2.芳春は、 どういう経緯で この寺に来て、 この寺で何をしているのですか。

3.蓮は、 どうして寺に泊めて くれ と頼んだので しょうか。また、それを和尚様 に内緒にし

て くれるように頼んだのは、なぜでしょうか。(pp.166-67)
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4.蓮 が持ってきた 「行灯」は、 どんな物ですか。 この寺に持 って きたのは、 この行灯が

邪 悪な ものだか らなのですか。

5(pp.183-4)で 描 かれ てい る場 面 を、 言葉 で叙 述 して くだ さ い。

6幼 い男の子(子 狸)は 、 どうして この寺に来ているのですか。

7芳 春 は、理想的な人格を備えた人物になるべき少年として描かれていると考えられ

ます が、 どのような性格が与え られていますか。具体的にあげてください。

&人 でないものが人の姿を取って表われる話は 日本には数多 くあ ります。(『 雨柳堂夢

咄』其の三 「月の花影」 「寒 月の笛」な ども見て ください)あ なたの国ではどうです

か。それ らに対する感じ方は、 日本とあなたの国とで違 いが ありますか。
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《資料2》
「名人二代 」語彙チェッククイズ 　　 　 月　 　 日　　名前

L(　 　 　 )に 下のAか ら適当な語句 を入れて ください。　 　 　 　 にはBか ら適 当

な動詞 を選んで、文脈に合 う形 にして入れて ください。

① オ リンピックに出場す るために、きびしい練習を　 　 　 　 　 　 　きた。

② 親は こどもに(　 　 　 　 )甘 くなって、わがままを　 　 　 　 　 　 _し ま う。

③ さん生は、息子を自分 の弟子 にした ら、息子が__　 　 　 　__と 思ったので、

　　他の落語家 に　　　　　　　　　　 _。

④客： 小円左 の噺は、(　 　 　 　 　 )面 白くないなあ。

　　客 ：そ うだね え。(　 　 　 　 　 )真 打ちの芸 とは思えないねえ.

⑤ 弟子:下 手な噺だなあ。きいちゃ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よ.あ んなに下手で は、

　　　　　 (　　 　　　 )師 匠も、__　 　　　 　　　わけにはいかないだろう。

　　　　　師匠:い や あ、　 (　 　 　 　 　 )よ かったよ。

　　　　　息子 ：そ うかい、お とっつ ぁん。

　　弟子:(　 　 　 　 )ど ういうつも りなんだ ろう。

　⑥ お金 に目が_　 　 　 　 　 　_、 秘 密をもらして しまった。

A

B

いったい

ど うして も

さすがに

なかなか

ちっとも

ぜ ったい

どうや ら

とても

　　い くら

なんだか

つむ

する

ほめる

あまやかす

いる　つぶれる

あまったれ る

ほめる

　たのむ

けなす

くらむ

a{　 ・　 ・　 }か ら、最 もよいものを選んで ください。

① さん生さんの{口 ぐせ ・口だ し ・口どめ}じ ゃないが、我が子 は谷へ落 とさなければ

　　な らない。

②息子 に名前を継がせるかわ りに私 はやめるのだか ら、誰 にも{口 ぐせ ・口だし ・

　　口どめ}は させないよ。

③皆小圓左の芸を{不 良 ・不満 ・不実}に 思っていたが、親に{配 慮 ・心配 ・遠慮}

　　して、{文 句・ せ りふ ・話}が 言 えなか った。
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Ways and Viewpoints in Teaching Japanese using MANGA

Center for Foreign  Students/ 
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CHINAMI, Kyoko

 MANGA is a treasure of the current speech, and moreover the context of 

the utterance can be shown visually. Thus there is much possibility that it 

could be suitable material for learning Japanese Language. MANGA is, 

however, seldom seen to be used as chief materials for learning Japanese 

because it is labeled as what is called Sub-culture. In these days when 

many people learning a foreign language aim for more practical  skills, the 

purpose for using MANGA should be made clear and some sophisticated 

methodology should be established how to make teaching materials out of 

 MANGA.

   In this paper I will inquire into the aim of using MANGA as the 

materials for teaching Japanese, and propose one of the ways to make 

teaching materials out of  MANGA. Lastly, basing on the activities in 
 `Reading fe

male/girls' comics' course, which I began last autumn, I will 

examine the validity of it (though the conclusion is not final), and I will 

discuss the problems which are assumed to be solved in the future .

一150一


	00
	31-3
	31-4
	31-5
	31-6
	31-7
	31-8
	31-9
	31-10
	31-11
	31-12
	31-13
	31-14
	31-15
	31-16
	31-17
	31-18
	31-19
	31-20
	31-21
	31-22

